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う れ し の 市議会だより

212億700万円

令
和
６
年
第
１
回
定
例

会
は
、
２
月
28
日
に
召
集

さ
れ
、
３
月
19
日
ま
で
21

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、国
の
「
低

所
得
者
支
援
及
び
定
額

減
税
補
足
給
付
金
支
給
事

業
」
に
伴
い
、
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
１

件
、
塩
田
庁
舎
等
利
活
用

基
本
構
想
１
件
、
条
例
の

制
定
及
び
改
正
、
一
部
改

正
、
廃
止
な
ど
10
件
、
令

和
５
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
を
含
む
補
正
予
算

４
件
、
令
和
６
年
度
嬉
野

市
一
般
会
計
予
算
を
含
む

当
初
予
算
５
件
、
人
権
擁

護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
１
件
、
ま
た
追
加

議
案
と
し
て
嬉
野
市
太
陽

光
発
電
設
備
の
適
正
な
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
１
件
、
議
員
発

議
４
件
な
ど
の
全
部
で
29

件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審

議
の
結
果
、
令
和
６
年
度

嬉
野
市
一
般
会
計
予
算
の

修
正
案
に
つ
い
て
は
否
決

さ
れ
、
そ
の
他
の
議
案
に

つ
い
て
は
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
昨
年
度
よ
り
額
で

20
億
７
８
０
０
万
円
、
率
で
10・９�

％
増
の
２
１
２
億
７
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
歳
入
の
市
税
に
お
い
て
は
、
個

人
市
民
税
に
て
、
物
価
上
昇
に
よ

る
家
庭
負
担
軽
減
の
た
め
定
額

減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
当
初
予
算
を
下
回
る

計
上
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
市

税
総
額
で
は
前
年
度
当
初
よ
り

２・
４
％
増
の
26
億
２
８
０
９
万

円
、
国
か
ら
地
方
へ
国
税
の
一
部

が
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
、

率
で
３・
２
％
減
の
46
億
円
、
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
金
な
ど
の
寄
附

金
が
額
で
３
億
円
減
、
率
で
９
・

１
％
減
の
30
億
円
な
ど
で
、
ま
た

繰
入
金
の
う
ち
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
は
、
１
億
６
９
６
７
万
円

増
の
13
億
１
２
０
３
万
円
、
新

庁
舎
建
設
財
源
と
し
て
の
公

共
施
設
建
設
基
金
繰
入
金
は
、

６
億
３
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
債
は
、
新
庁
舎
建
設
財
源�

と
し
て
合
併
特
例
債
を
13
億�

８
８
２
０
万
円
発
行
し
、
前
年
度

よ
り
14
億
６
０
４
２
万
円
増
の

18
億
３
８
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
歳
入
全
体
で
は
、
寄
附
金
、
使

用
料
な
ど
は
、
前
年
度
当
初
よ

り
減
と
な
る
も
の
の
、
繰
入
金
が

前
年
度
当
初
よ
り
、
額
で
６
億�

６
８
２
０
万
円
、
率
で
25
％
増
の

33
億
３
６
９
９
万
円
と
な
り
ま
す
。

自
主
財
源
は
率
で
３・
６
％
増
の

97
億
１
２
２
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
や

扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
が
全

体
の
35・７
％
で
75
億
６
７
５
５
万

円
、
農
林
、
建
設
な
ど
の
災
害
復

旧
事
業
や
市
道
、
農
道
な
ど
の
改

良
事
業
費
を
含
む
投
資
的
経
費

が
15・
５
％
で
32
億
８
４
４
４
万

円
、
物
件
費
や
補
助
費
、
積
立
金

な
ど
の
そ
の
他
経
費
が
48・８
％
で

１
０
３
億
５
５
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

科
目
別
で
は
、
人
件
費
な
ど

の
総
務
費
が
全
体
の
35
％
で

74
億
２
３
９
０
万
円
、
18
歳
ま
で

の
医
療
費
助
成
事
業
な
ど
の
民
生

費
に
29・２
％
で
61
億
９
７
４
４
万

円
、
農
林
水
産
業
費
が
３・
９
％

で
８
億
１
６
９
１
万
円
、
商
工
費

が
２・
１
％
で
４
億
５
１
１
３
万

円
、
土
木
費
が
６・
２
％
で

13
億
２
５
０
４
万
円
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
い
か

に
有
効
的
な
予
算
執
行
と
な
る
の

か
、
議
会
と
し
て
厳
し
く
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
年
度
の
市
債
（
市
の
借

金
）
返
済
の
た
め
の
公
債
費

に
は
、
元
金
と
利
子
を
含
め

12
億
４
７
１
３
万
円
が
計
上

さ
れ
て
お
り
、
６
年
度
末
に
は

96
億
７
７
７
７
万
円
程
度
の
残
高

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
基
金
（
市
の
貯
金
）
は
、

今
年
度
19
億
５
千
万
円
程
度
を
積

み
立
て
、
33
億
２
千
万
円
程
度
を

取
り
崩
す
た
め
、
６
年
度
末
に
は

残
高
が
90
億
１
２
３
６
万
円
程
度

に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

歳
　
　
入

歳
　
　
出

借
金
と
貯
金

新
庁
舎
関
連
事
業
に
21
億
４
３
７
７
万
円
を
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算



う れ し の 市議会だより

第１回
定例会 過去最大当初予算

令和６年度　当初予算会計別総括表
会計名 ５年度当初予算 ６年度当初予算 増減率
一般会計 191億2,900万円 212億700万円 10.9％増

特
別
会
計

国民健康保険 35億6,402万円 36億5,087万円 2.4％増
後期高齢者医療 4億1,982万円 4億6,467万円 10.7％増
嬉野温泉駅周辺
土地区画整理事業 9,119万円 9,235万円 1.3％増

企
業
会
計

下
水
道
事
業

収益的収入 8億3,104万円 8億2,190万円 1.1％減
収益的支出 8億1,769万円 8億1,429万円 0.4％減
資本的収入 5億559万円 4億7,970万円 5.1％減
資本的支出 6億5,211万円 6億2,757万円 3.8％減

令和６年度 一般会計当初予算の内訳

民生費
251,244円

公債費
50,558円

農林水産業費
33,117円

商工費
18,288円

土木費
53,717円

教育費
63,287円

1人当たりの歳出総額
859,731円

市民一人当たりこれだけ歳出 人口　24,667人（令和６年２月末）
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議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

そ
の
他
の
予
算

討
　
　
論

一
般
質
問

賛 

否 

表

委
員
会
活
動

委
員
会
構
成

当
初
予
算

県支出金
156,223万円
7.4%

市債（借金）
183,850万円
8.7%

その他
157,619万円
7.3%

繰入金
333,699万円
15.7%

国庫支出金
266,500万円
12.6%

寄附金
300,000万円
14.2%

市税
262,809万円
12.4%

地方交付税
460,000万円
21.7%

歳  入

歳入

公債費
124,713万円
5.9%

衛生費
130,306万円
6.1%

教育費
156,111万円
7.4%

農林水産業費
81,691万円
3.9%

商工費
45,113万円
2.1% その他

34,520万円
1.7%

消防費
53,608万円
2.5%

土木費
132,504万円
6.2%

総務費
742,390万円

35%

民生費
619,744万円
29.2%

歳  出

歳出



う れ し の 市議会だより

議 案 の な か み

指定管理者の指定について（嬉野市社会文化会館リバティ）
　現在リバティの運営は市直営です。令和5年12月に指定管理者募集の告
示と募集が開始され、３回の指定管理者選定委員会を経て、令和６年２月
２日に「株式会社　佐賀広告センター」に決定しました。

問  指定管理になることで、どの様な運営がされるのか。
答  �広告代理店の強みを活かした自主事業による財源確保や地域交流などを

計画されている。
問  指定管理の期間は。
答  �令和６年７月１日から令和９年３月31日までである。（※P13に附帯決議あり）

▲ サービスの向上に期待

塩田庁舎等利活用基本構想について
　塩田庁舎等利活用基本構想は、庁舎移転後の塩田庁舎の在り方を示すも
のです。主には行政窓口を残しながら、多くの人が集まり交流する賑わい
づくりの拠点としての施設整備に向けた基本方針が示されました。

問  今後のスケジュールは。
答  �塩田庁舎等利活用基本構想を基に、令和６年度は基本計画の策定を行う。
問  水害対策についての考えは。
答  �既存施設を活用した人や車の避難所としての機能導入を検討している。 ▲ 市民の交流の場に

太陽光発電設備の適正な設置及び管理に関する条例について
　近年、山林などに太陽光発電設備の設置が進んできたこともあり、土砂
流出や濁水の発生など生活環境への悪影響が懸念されているため、事業者
に対し事前協議や近隣住民等への説明会開催を求めるなどの一定の規制を
定める条例が上程され可決されました。

問  条例提案に至った背景は。
答  �近隣市町が同様の条例を整備しており、条例を制定しなければ本市での

拡大開発が見込まれるおそれがあり、災害発生の防止と自然環境及び生
活環境の保全のために定めるべきと判断した。

嬉野市役所の位置を定める条例について
　嬉野市新庁舎を移転整備するため、地方自治法第4条の規定に基づき、
条例の全部を改正する条例が上程され可決されました。

問  どのように変更されるのか。
答  �嬉野市役所の位置を嬉野市嬉野町大字下宿乙1185番地とし、規則の定

める日から施行する。
問  施行日は。
答  �新庁舎整備後の令和８年７月頃の予定である。
� （※P10に討論あり）

▲ 適正な設置のために

▲ 新庁舎の位置決定
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う れ し の 市議会だより

事 業 の な か み

庁舎整備関連事業� 21億4,377万円
　令和６年度分の嬉野市新庁舎建設工事関連費及び塩田
庁舎等利活用関連予算です。

問  新庁舎建設に関する予算はどのようなものがあるのか。
答  �新庁舎に係る実施設計並びに外構設計費や建設費、嬉

野庁舎第２庁舎の解体費用が主なものである。
問  塩田庁舎等利活用関連予算とは何か。
答  �塩田庁舎等利活用に関する検討委員会の開催及び基本

計画策定支援業務の委託料であり、この検討委員会で
今後の塩田庁舎の活用方法を検討する。

▲ 新庁舎パース図

移住コーディネーター業務� 250万円
　移住促進業務に従事していた地域おこし協力隊の任期
満了に伴い、継続して移住促進業務を行うために新たに
委託費として計上するものです。業務内容は移住に関す
る情報発信、相談支援、移住者等交流まち歩きイベント
が予定されています。

問  なぜ継続して業務を依頼するのか。
答  �地域おこし協力隊として、自らの移住の経験を生かし

た移住相談業務の実績もあり、また、SNSでの継続し
た情報発信などが期待できるため。 ▲ 移住者増に期待

国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会準備事業� ２億5,559万円
　国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に向けて
市内の受入体制が整備されます。具体的には用具・施設
を含めた大会準備、機運醸成のための広報・周知、関連
する大会の視察・運営協力などが予定されています。

問  財源の内訳は。
答  �佐賀県が1/2負担、嬉野市が1/2を一般財源で負担する。
問  配宿の状況は。
答  �市内宿泊施設で受け入れ可能と見込んでいる。
問  来訪者数の想定は。
答  �最大でレスリング競技時に選手・役員で900人、観客

等を含めるとそれ以上となる見込みである。 ▲ みんなで盛り上げよう！

（P5〜P8）
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児童手当支給事業� ４億8,429万円
問  �これまでとどう変わるのか。
答  �第１子としては18歳までが対象だったが、22

歳までが第１子とカウントされる。児童手当支
給は今まで通り18歳までであるが、金額が３歳
未満（第１子・２子・施設入所）月額15,000
円、３歳以上～高校生（第１子・２子・施設入所）
月額10,000円、出生～高校生までの第３子以
降は月額30,000円となる。

問  �いつから増額か。
答  �令和６年10月以降の予定である。

現 状 拡充案

所得制限あり

3歳～
小学生
中学生
高校生

1万5000円

1万円

1万円
なし

第3子以降
1万5000円

第3子
以降

所得制限なし

0～2歳 1万5000円

1万円

1万円
1万円

3万円

2024年度中の実施検討

▲ 児童手当が変わります（金額は月額）

認知症サポーター・地域づくり推進事業� 236万円
　認知症高齢者を支える体制の充実、強化を図ることを目的
とした事業です。

問  �認知症高齢者が地域で生活を継続するにはどのような対応
が必要か。

答  �住民の理解や認知症に特化したボランティア団体の活動促
進が有効である。

問  事業の主な内容は。
答  �オレンジコーディネーターを委託し、住民の認知症に対す

る理解促進と住民主体の支援体制の仕組みを構築するもの
である。

　 ※�オレンジコーディネーター…認知症の方やボランティア、地域、関係機関とのコーディネート機能を担う。

▲ 支え合う地域へ

道の駅等指定管理� 8,010万円
　令和６年度から㈱ビープラストが指定管理業務を行うため
の委託料です。民間のノウハウを活用した利用者ニーズに応
じたサービスの充実に期待します。

問  �業務内容は。
答  ��道の駅の維持管理に関する業務を行う。主な業務内容は、
施設の維持管理や道路情報の発信及び観光情報の発信や地
域振興を目的としたイベントの開催など。

問  �指定管理の期間は。
答  �令和６年４月１日～令和９年３月31日まで。

▲ 更なるにぎわいを
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地域計画策定業務� 990万円
　嬉野市の地域農業における将来の在り方の計画です。具体的には、農業を担う者と農業を担う者ごとに利
用する農地を示した地図（目標地図）が作成されます。10年後の地域農業の設計図となる重要な計画です。

問  策定の方法は。
答  �地域に出向いて農業者の方々と�
徹底的な話し合いを行い作り上げていく。

問  �対象となる地域はどこか。 
答  �市内全域である。
問  �策定期間は。
答  �令和６年度の１年間である。

肥前吉田焼産地再生チャレンジ推進協議会負担金� 300万円
　後継者不足に悩む吉田焼産地の再生を目指すことを目的と
し、令和５年度に発足した肥前吉田焼産地再生チャレンジ協
議会への負担金です。

問  事業内容は。
答  �若手職人育成、工芸作家・アーティスト移住促進及び脱炭

素による持続可能なものづくりシステムの構築である。

▲ 更なる産地再生を

市道本通り線舗装補修事業� 4,000万円
　嬉野温泉本通りの舗装工事を行い、通行車両や歩行者の安
全を確保します。

問  �いつ工事が始まるのか。
答  �令和６年11月頃の予定。
問  工事区間はどこか。
答  �計画区間は楓ノ木交差点からJRバス営業所前交差点までで、
令和６年度は楓ノ木交差点から東120mの区間で実施する。

問  どのような工事か。
答  �カラー舗装の道路工事である。 ▲ 安全な本通りへ

▲ 未来へのカギとなるか
現状 目標地図

それぞれの農地が
バラバラに混在…

農業者ごとにまとめて
使いやすく！
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食器洗浄機更新（嬉野学校給食センター）� 3,231万円
　現在使用中の食器洗浄機の故障による買い替え及び備品購入費用です。

問  ��既設の食器洗浄機は何年使用しているのか。
答  ��約20年を経過しているため経年劣化が激しい。
問  ��新しい食器洗浄機の機能は。
答  �これまでと同等で食器・トレー（1500食分）の洗浄に対応している。
問  ��給食センターの在り方を考えた場合、食器洗浄機の移動も考慮され

ているのか。
答  �購入予定の食器洗浄機は移動可能であり設置場所の変更にも対応で

きる。 ▲ 業務の効率化へ

温泉配湯管現況調査� 450万円
　嬉野市の重要な観光資源である温泉の配湯管現況調査をすることで、所有者に対して配湯管更新などの維
持管理を促し、資源の保護及び嬉野温泉全体の継続的な発展に寄与す
ることが目的です。

問  ��調査内容は。
答  �嬉野温泉街一帯に張り巡らされた温泉配湯管の現状・漏湯等の調査。

目視調査や聞き取り調査など。
問  �配湯管の長さは。
答  �本管（配湯事業者所有）が３㎞で、支管（個人所有）は８㎞。
� （※P11、P12に動議、討論あり）

▲ 守ろう泉源を

放課後児童クラブ整備事業（大草野小児童クラブ）� 1,557万円
　大草野小学校の放課後児童クラブ施設を令和７年７月の予定で新設します。

問  ��新設の理由は何か。
答  �夏休みなどは利用が多く、その度に小学校の空き教室を借りていた。

子どもが安心して過ごせる生活の場として、衛生及び安全が確保さ
れた設備環境を整備するためである。

問  ��２ヶ年事業だが事業内容は。
答  �令和６年度は入札・設計業務を行い、本年12月頃から施設建設の

予定である。 ▲ 建設予定地

嬉野小学校バリアフリー化� 4,759万円
　車椅子対応が必要な児童の入学や、特別支援学級が２学級増えるこ
とによる教室不足に対応するためです。特別支援教室の整備も行います。

問  ���どのような工事を予定しているか。
答  �バリアフリートイレの設置や教室前手洗い流しの改修、また、エレ

ベータ―の増築も計画している。 ▲ より安全安心な学校づくりへ
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臨時会
（令和６年１月24日）

発議第１号

嬉野市議会議員の請負の状況の
公表に関する条例について

議員個人による請負状況の透明
性を確保するため市との請負状況
等の報告義務が定められた。

これまでは、議員の配偶者及び同居の親族は市などが行う工事の請
負契約、業務委託契約、物品納入契約等を辞退するよう、また責任
をもって関係者の辞退届を提出するよう努めなければならなかった。
改正後は政令で定める一定額（300万円）までは、規制の対象から
除かれることになった。

この条例制定により
何が変わるのか。

その他の当初予算 
項　　　目 金　額

企業誘致事業 3,344万円

小中高生等の医療費助成事業 7,586万円

事業用生ごみ処理機器設置事業 300万円

うれしのブランド野菜づくり事業 215万円

小・中学校英語活動支援事業
（オンライン) 1,990万円

学校給食費物価高騰対策事業 1,650万円

主な令和５年度３月補正予算
項　　　目 金　額

低所得者支援金
（令和5年度均等割のみ課税給付） 2,000万円

低所得支援金
（令和5年度子ども加算） 945万円

産地生産基盤パワーアップ事業 750万円

道路メンテナンス事業
（橋りょう補修整備） 2,900万円

農地集約協力金事業 32万円

人　　事
　人権擁護委員候補者の推薦に適任と認
め答申しました。
� 人権擁護委員

森 照子 氏（塩田町）

陳　　情
● ラグビー施設の整備に関する要望
　 嬉野市　小島　大助� 他４名

● �年金制度における外国人への脱退一時金の
是正を求める意見書の採択を求める陳情

 　福岡県行橋市　小坪　慎也

・�嬉野市空家等の適切な管理に関する条例の一部を改正する条例について
・�嬉野市企業等誘致条例の一部を改正する条例について
・�嬉野市営キャンプ場条例の一部を改正する条例について

その他の主な条例
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嬉野市役所の位置を定める条例について

動 議

宮﨑 良平 議員

芦塚 典子 議員

　令和６年度当初予算に、温泉配湯管調査450万円が計上されて
いる。温泉配湯管は対象として温泉配湯を行っている個人または
法人の所有であり個人などの資産の調査工事などに公的予算を投
入することになる。それには市としての明白な規則や条例整備が
必要である。市としての法整備をして調査工事をすることが必要
であり、法整備がない状況での予算執行に反対する。

賛
成

梶原 睦也 議員

　今回の修正案箇所である温泉配湯管現況調査については、令和５年９月
議会において私の一般質問でも取り上げた。温泉配当管現況調査の必要
性は配湯管の老朽化により嬉野温泉特有の高温の温泉噴出による事故を
防ぎ市民の安全を確保するためと考える。
　また、嬉野市民にとって温泉は大切な資源であり、特に観光を主体とし
た我が嬉野市にとっては温泉資源の枯渇は死活問題である。
　行政がその調査をすることは当然必要なことであり、原案を修正する意
味が見出せない。よって、この修正案に反対の意を表明する。

反
対

　今回のこの温泉配湯管の現況調査は、目的にもあるように
調査結果をもとにエビデンスをしっかり示し、配湯管所有者
に対して配湯管更新などの維持管理を強く促し、資源の保護
につなげていくものである。
　どのように捉えても、ある一定の民間の配湯管所有者にお
いて便宜を図るなどのようなものでは一切なく、逆に嬉野市
の大切な資源保護を真剣に守るため、また維持するため、市の
覚悟と捉えている。このような理由からこの修正動議におい
て反対する。

反
対

嬉野市一般会計予算の修正案について
� 提出者　山口 虎太郎 議員　　賛成者　芦塚 典子 議員

提案理由　提出された商工費委託料、温泉配湯管現況調査450万円については、一般財源であり、嬉野市
が歳出する事業において、利益享受を目的として温泉配湯事業を行っている事業者の温泉配湯管現況調査
費に委託料として市民の税金を投入することには問題がある。
　今回、温泉配湯管現況調査は本来利益を享受している配湯事業者が行うべき配湯管の維持管理費である。
また配湯管所有は既得権益であり配湯事業者の資産である。市民の税金をもって配湯管現況調査を行うべ
き根拠はなく、また個人事業者の既得権益の侵害になりかねない。今回の予算編成において有効で公平性
のある事業への歳出とは認められないため、令和６年度嬉野市一般会計予算の一部修正を求める。

否決

令和６年度 嬉野市一般会計予算の修正案について

討論 賛成5 反対10
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嬉野市役所の位置を定める条例について

阿部 愛子 議員

増田 朝子 議員

芦塚 典子 議員

水山 洋輔 議員

阿部 愛子 議員

　温泉配湯管現況調査（事業費450万円）は民間の配湯事業者の事
業であるので民間が行うべきだと思う。市で行うというなら市民
への説明が必要と考えるため、この一般会計予算の修正案に賛成
する。

賛
成

　この調査対象は、１事業所の所有であり調査をするのであれば、所有
者がすべきであり、市税を投じることは、公平性に欠ける。
　泉源が嬉野市の資源であるならば、市民全体で（源泉所有者も含め）
泉源を守っていくという機運を高めることが先決である。
　配湯管を敷設した背景を知るべきであり個人所有配湯管の調査に市
税を投じることは市民が納得しないと考える。また、泉源が嬉野市の
資源ということも理解するが、そうであるならば、市民全体でどのよう
にして守っていくかを調査前にしっかりと協議すべきである。よって、
この修正案に賛成する。

賛
成

　塩田町には、まだまだ反対の意見を掲げている所があり、町民の感情を
考えると、この条例はまだ少し急ぎ過ぎると思う。隣接する自治体をみて
も建った後に位置条例を変えている例もある。以上の理由から反対する。

反
対

　議案第13号として塩田庁舎等利活用基本構想が議案として上程されて
おり、この基本構想は議決案件である。塩田庁舎等利活用基本構想が議
決されたのち、市民に対して今後の塩田庁舎等の利活用についての合意
形成を図り十分な理解を得ることが優先事項であり、位置条例を定めるこ
とにおいても重要項目だと考える。よって、現段階で議案第４号嬉野市役
所の位置を定める条例については、上記の理由により反対する。

反
対

　令和５年６月議会に嬉野市役所の位置を定める条例が否決され、一年
を経ない今議会で条例が提出されたが、位置を変更するに当たっては住
民の交通・環境の変化に十分に考慮して決定する必要がある。従って住
民の不安に対して十分な説明がなされ、十分な審議の時間が必要である。
それには、新庁舎の建設が進み現実のものとして理解できる時点で、新庁
舎の位置を定めるという市政運営が市民の理解を得ることができ、評価
されるのではないかと思われる。猶予をもち位置を定めてはどうかと考
える。よって反対する。

反
対

可決賛成13 反対3討論
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商工費委託料450万円について温泉の重要な観光資源である温泉を配湯
している温泉配湯管の現況を調査する事業

　配湯管は民間の所有物であり、調査を行うことで物損が生じるな
どのトラブルがないように、調査にあたっては第三者の立ち合いを
求めたり協議内容を書面で記録したり、後々市が不用意な責任を負
うことのないよう慎重を期して実施すべきである。また、調査結果
の公開に関しては、市の情報公開条例及び個人情報保護法施行条例
に則り実施していただきたい。

令和６年度嬉野市一般会計予算に対する

１．観光立市嬉野市民の利益を最優先に捉えて実施されるべきである。
２．環境保全に配慮した調査方法を採用することをもとめられる。
３．その責務を明確にするため第三者機関によって慎重に行われることが望ましい。
４．地元住民や温泉関係者と十分な情報共有と協力を行うことが重要である。
５．調査の結果に基づき、必要な改善策を協議することが重要である。
６．�調査結果の公表においては、調査の目的や方法、調査結果等、明確に示されるよう広くアクセス可能

な形式で公表すること。
　以上、決議する。�

議案第20号　附帯決議

� 提出者　芦塚　典子 議員
� 賛成者　山口虎太郎 議員

附帯決議

山口 卓也 議員

川内 聖二 議員

　温泉配湯管現況調査費においては、議案質疑にて多くの議員か
ら事業の内容に対し質疑が行われた。また、その返答において十
分理解ができた。
　法に関しての整備がなければ事業として難しくなる可能性があ
るということは重々承知しているものの、この調査結果を基に今
後条例制定なども考えていきたいとの答弁もあることから、あえ
てこの附帯決議案を提出する必要性はないと考え反対する。

反
対

山口 虎太郎 議員

　議案第20号嬉野市一般会計予算において、商工費委託料、温泉配湯
管現況調査費は活発な議論のもと可決されたが、実質的な事業執行が
より市民への公正かつ地域住民への利益を考慮し、温泉資源への保護
につながる調査結果の公表を求める。また、温泉配湯管は会社や個人
の財産であり慎重な調査を求める。よって、この附帯決議へ賛成する。

賛
成

賛
成

賛成９ 反対６ 可決討論
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１．�今後、指定管理者の指定は指定管理制度運用ガイドラインのスケジュールに沿った対応を行うことを
求める。また、やむを得ず、進捗が遅れる場合等には、議会への説明を行うことを強く求める。

２．�今後、指定管理候補者にかかる情報公開においてもその基本方針に沿って速やかに行うことを求める。
３．�誰もが指定管理制度について知ることができ、また、導入スケジュールなども確認できるよう、指定

管理者制度運用ガイドラインの公表を求める。
　以上、決議する。�

議案第15号　附帯決議

� 提出者　諸上　栄大 議員
� 賛成者　田中　政司 議員
� 森田　明彦 議員
� 山口　卓也 議員

指定管理者の指定についてに対する附帯決議

令和６年 第１回　定例会議案賛否表（主なもの）
○は賛成　　●は反対

議案番号 議　　案　　名

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
結
　 

　
果

表  

決  

数

水
山 

洋
輔

大
串 

友
則

古
川 

英
子

阿
部 

愛
子

山
口 

卓
也

諸
上 

栄
大

諸
井 

義
人

山
口
虎
太
郎

宮
﨑 

良
平

川
内 

聖
二

増
田 

朝
子

森
田 

明
彦

芦
塚 

典
子

田
中 

政
司

梶
原 

睦
也

辻 

　
浩
一

議案第４号
嬉野市役所の位置を定める条例について
※�特別議決のため議長も含み、出席議員
の2/3以上の同意が必要

可決 13：3 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

議案第６号
嬉野市職員の育児休業等に関す
る条例の一部を改正する条例に
ついて

可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第９号 嬉野市企業等誘致条例の一部を
改正する条例について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第10号 嬉野市営キャンプ場条例の一部
を改正する条例について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第13号 塩田庁舎等利活用基本構想につ
いて 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第14号 嬉野市新市建設計画（まちづく
り計画）の変更について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第15号 指定管理者の指定について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第16号 令和5年度嬉野市一般会計補正
予算（第８号） 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第20号 令和６年度嬉野市一般会計予算 可決 10：5 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ —

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

議案第25号 嬉野市太陽光発電設備の適正な設
置及び管理に関する条例について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

発議第４号 九州新幹線西九州ルート未着工
区間の整備方式に関する意見書 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

発議第５号 議案第20号令和6年度嬉野市一
般会計予算の修正案について 否決 5：10 ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● —

発議第６号 議案第15号指定管理者の指定に
ついてに対する附帯決議について 可決 15：0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ —

発議第７号
議案第20号令和6年度嬉野市一
般会計予算に対する附帯決議に
ついて

可決 9：6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ○ ● ● —

賛成15 反対0 可決
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12議員が
質問

諸井 義人 議員 P14

森田 明彦 議員 P14

芦塚 典子 議員 P15

古川 英子 議員 P16

水山 洋輔 議員 P16

諸上 栄大 議員 P17

大串 友則 議員 P18

山口 卓也 議員 P18

田中 政司 議員 P19

増田 朝子 議員 P20

阿部 愛子 議員 P20

梶原 睦也 議員 P21

 
諸
井  

市
職
員
全
員
が
競
技

運
営
に
毎
回
当
た
る
の
か
、

競
技
ご
と
に
割
り
当
て
て
あ

る
の
か
。

 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
課
長  

職
員
は
通
常
の
業
務
も
あ
る

の
で
、
日
程
に
応
じ
て
、
交

代
し
な
が
ら
実
施
本
部
で
従

事
し
て
い
く
。

 

諸
井  

嬉
野
市
ス
ポ
ー
ツ
サ

ポ
ー
タ
ー
と
サ
ガ
ン
テ
ィ
ア

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
、

確
保
で
き
て
い
る
か
。

 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
課
長  

嬉
野
市
ス
ポ
ー
ツ
サ
ポ
ー

タ
ー
は
約
１
０
０
名
、
県
の

サ
ガ
ン
テ
ィ
ア
は
約
20
名
程

度
に
な
っ
て
い
る
。

 

諸
井  

選
手
及
び
関
係
者
が

ど
れ
く
ら
い
嬉
野
市
に
来
ら

 

森
田  

住
宅
耐
震
化
の
全
面

改
修
に
は
多
額
の
費
用
が
必

要
に
な
る
の
で
、
部
分
改
修

や
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

へ
の
補
助
等
検
討
さ
れ
た
か
。

れ
る
の
か
。

 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
課
長  

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
つ
い
て

は
一
番
参
加
者
が
多
く
、
１

日
に
約
９
０
０
人
を
超
え
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
な
ぎ
な

た
競
技
は
４
０
０
人
弱
、
軟

式
野
球
は
１
０
０
人
弱
と
見

込
ん
で
い
る
。

 
諸
井  

嬉
野
市
で
開
催
さ
れ

る
競
技
関
係
者
に
つ
い
て
の

配
宿
は
、
全
部
終
わ
っ
て
い

る
の
か
。

 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
課
長  

選
手
及
び
監
督
に
つ
い
て
は
、

合
同
配
宿
セ
ン
タ
ー
を
通
さ

な
い
と
大
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
一
般
の
応

援
者
は
、
各
自
で
宿
泊
施
設

等
に
申
込
み
を
す
る
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

一
部
を

除
き
十
分
と
は
言
え
な
い
状

況
。
様
々
な
備
蓄
品
を
用
意

す
る
こ
と
と
防
災
訓
練
な
ど

で
各
家
庭
へ
の
備
え
に
つ
い

て
い
る
。

 

観
光
商
工
課
長  
不
動
山
皿

屋
谷
の
登
山
口
に
駐
車
場
を

設
け
、
草
払
い
な
ど
の
維
持

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

つ
い
て
進
捗
状
況
を
伺
う
。

 

建
設
課
長  

今
寺
交
差
点
か

ら
三
本
桜
交
差
点
ま
で
の
区

間
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。
国

道
事
務
所
に
よ
る
と
本
年
度

議
を
重
ね
て
い
る
。

 

諸
井  

競
技
関
係
者
に
つ
い

て
は
嬉
野
市
で
の
宿
泊
は
全

て
可
能
な
の
か
、
ホ
テ
ル
の

協
力
は
ど
れ
く
ら
い
得
ら
れ

て
い
る
の
か
。

 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
課
長  

現
在
も
宿
泊
の
提
供
に
つ
い

て
は
、
調
整
中
で
あ
る
。
宿

泊
施
設
の
協
力
も
あ
り
、
何

と
か
市
内
宿
泊
ま
で
見
込
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

諸
井  

佐
賀
大
会
か
ら
は
、

宿
泊
費
を
１
万
８
千
円
に
上

げ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
い
か

が
か
。

 

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進
課
長  

税
抜
き
１
万
８
千
円
だ
が
、

合
同
配
宿
セ
ン
タ
ー
と
宿
泊

施
設
と
協
議
し
て
金
額
を
設

定
す
る
。
２
万
円
を
超
え
る

施
設
の
方
も
理
解
の

う
え
提
供
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
る
。

 

諸
井  

嬉
野
市
独
自

で
の
お
も
て
な
し
の

提
供
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

 

副
市
長  

実
行
委
員

会
の
み
な
ら
ず
、
市

民
を
挙
げ
て
総
出
で

皆
様
を
ま
ず
は
お
も

て
な
し
し
運
営
す
る

と
い
う
こ
と
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

▲ �市民全員でのおもてなしを

諸井 義人 議員森田 明彦 議員

住宅の耐震化で部分改修
などへの補助を広げる考えは

SAGA2024国スポ、 
全障スポに向けての体制は

答嬉野市を挙げて
運営を行う
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芦
塚  

嬉
野
市
の
15
歳
か
ら

64
歳
の
生
産
年
齢
人
口
と
高
齢

者
の
将
来
推
計
人
口
を
伺
う
。

 

市
長  

社
人
研
で
は
２
０
５
０�

年
に
は
７
０
４
６
人
と
現
在

の
約
半
数
に
な
る
。
高
齢
者
人

口
も
約
２
割
の
減
少
と
な
る
。

 

芦
塚  

税
収
等
の
推
移
は
。

 

財
政
課
長  

令
和
10
年
度
ま

で
の
中
期
計
画
で
は
27
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

 

芦
塚  

当
市
は
将
来
、
消
滅

可
能
性
都
市
に
あ
げ
ら
れ
て

い
る
が
何
か
取
組
み
は
。

 

市
長  

人
口
推
計
を
基
に
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
で
対
策
し
て
い
る
。

 

芦
塚  「
ス
ト
ッ
プ
少
子
化・

地
方
元
気
戦
略
」
を
立
て
て

少
子
化
に
対
応
し
て
い
る
隣

 

新
幹
線
・ま
ち
づ
く
り
課
長 

国
の
補
助
制
度
は
、
全
面
改

修
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
が
、

他
市
町
に
お
い
て
部
分
改
修

補
助
を
独
自
財
源
で
行
っ
て

お
ら
れ
る
。
今
後
、
県
や
国

に
補
助
制
度
の
要
望
も
行
う
。

 

森
田  

過
去
の
災
害
に
お
い

て
女
性
や
乳
幼
児
用
の
災
害

備
蓄
品
が
不
足
し
て
い
る
と

の
指
摘
が
あ
る
が
、
嬉
野
市

の
備
え
は
十
分
か
。

て
も
啓
発
を
行
う
。

観
光
資
源
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
つ
い
て

 

森
田  

春
日
渓
谷
の
整
備
状

況
お
よ
び
虚
空
蔵
山
登
山
道

の
整
備
状
況
を
伺
う
。

 

農
林
整
備
課
長  

春
日
渓
谷

遊
歩
道
は
県
の
事
業
で
整
備

が
行
わ
れ
、
ト
イ
レ
清
掃
、

除
草
作
業
を
定
期
的
に
行
っ

 

森
田  

登
山
道
途
中
に
数
本

の
朽
ち
た
「
嬉
野
温
泉
」
を

指
す
標
柱
が
あ
る
。
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
な
の
で
撤
去
を
含

め
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

 

観
光
商
工
課
長  

案
内
標
柱

に
つ
い
て
は
確
認
を
す
る
。

国
道
34
号
今
寺
地
区
の
歩

道
設
置
状
況
に
つ
い
て

 

森
田  

同
区
間
歩
道
設
置
に

は
土
地
の
境
界
復
元
、
用
地

測
量
を
実
施
し
、
概
ね
完
了

し
て
い
る
。
来
年
度
は
予
算

次
第
で
あ
る
が
用
地
買
収
に

取
り
か
か
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
今
寺
公
民
館
前
の
市

道
の
進
入
口
は
現
在
斜
め
に

接
続
し
て
お
り
、
国
道
に
対

し
直
角
に
接
続
す
る
計
画
の

た
め
、
進
入
路
関
係
で
歩
道

に
影
響
が
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
が
ら
国
道
事
務
所
と
協

町
も
あ
る
が
い
か
が
か
。

 

企
画
政
策
課
長  

総
合
戦
略

で
、
４
つ
の
基
本
目
標
を
立

て
具
体
的
な
施
策
を
打
ち
出

し
対
策
を
し
て
い
る
。

 

芦
塚  
し
か
し
、
15
年
間
に

２
５
０
０
人
減
少
し
て
い
る
。

将
来
人
口
１
万
６
千
人
の
ま

ち
に
税
収
27
億
円
は
希
望
的

観
測
で
し
か
な
い
。
ま
た
過

疎
地
に
大
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
そ
び
え
る
こ
と
に
な
る
。

消
滅
可
能
性
都
市
の
指
摘
を

受
け
緊
急
対
策
を
立
て
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

企
画
政
策
課
長  

総
合
戦
略

推
進
委
員
会
で
10
年
来
、
検

討
を
重
ね
人
口
増
に
つ
な
が

る
対
策
を
し
て
い
る
。

 

芦
塚  

２
０
５
０
年
に
１
万�

６
千
人
の
ま
ち
に
な
る
。

　
バ
ス
の
本
数
が
少
な
く
な

る
。
学
校
・
病
院
・
公
民
館

が
な
く
な
る
。
税
金
・
手
数

料
が
高
く
な
る
。
イ
ン
フ
ラ

が
進
ま
な
い
。
様
々
な
し
わ

寄
せ
が
来
ま
す
よ
と
市
民
へ

の
提
言
を
し
て
い
る
町
が
あ

る
が
い
か
が
か
。

 

市
長  

よ
そ
の
町
と
の
比
較

は
難
し
い
。

施
設
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

 

芦
塚  
災
害
時
に
困
る
の
は
、

電
気
・
水
道
の
寸
断
だ
が
対

策
は
で
き
て
い
る
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  
公
共
施

設
・
避
難
所
等
は
対
策
は
で

き
て
い
る
。

 

芦
塚  

災
害
に
強
い

水
道
管
の
更
新
は
で

き
て
い
る
か
。

 

建
設
部
長  

水
道
管

の
耐
震
化
・
老
朽
管

の
更
新
工
事
を
現
在

行
っ
て
い
る
。

 

芦
塚  

河
川
に
対
す

る
予
算
が
３
年
間
な

か
っ
た
が
、
災
害
が

起
き
な
い
と
予
算
を

付
け
な
い
の
か
。

 

建
設
課
長  

市
が
管

理
し
て
い
る
河
川
は

災
害
発
生
時
に
河
川

債
と
し
て
出
し
て
い

る
。

芦塚 典子 議員

▲ 耐震化部分改修への補助の実現を

住宅の耐震化で部分改修
などへの補助を広げる考えは

消滅可能性都市に
あげられたが

答人口増に繋がる 
対策をしている 答県や国に要望も

行っていく

▶︎ 

少
な
く
な
る
市
の
人
口
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▲ こんなに暗い通学路

 

水
山  

塩
田
津
の
耐
震
対
策

の
取
組
み
を
伺
う
。

 

教
育
長  

文
化
庁
の
補
助
事

業
を
活
用
し
、
修
理
・
修
景

を
行
う
際
に
建
物
全
体
の
耐

震
補
強
で
は
な
く
、
部
分
的

な
補
強
を
行
っ
て
い
る
。

 

水
山  

耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
の
状
況
を
伺
う
。

 

古
川  

嬉
野
中
学
校
か
ら
三

本
桜
交
差
点
ま
で
に
街
灯
を

設
置
で
き
な
い
か
。

 

建
設
課
長  

県
道
で
あ
り
県

よ
り
街
灯
設
置
は
な
い
と
の

回
答
で
あ
る
。

 

古
川  

み
ゆ
き
公
園
交
差
点

か
ら
高
速
イ
ン
タ
ー
も
県
道

だ
が
、
街
灯
が
あ
る
の
は
な

ぜ
か
。

 

建
設
部
長  

藤
棚
を
照
ら
す

た
め
と
高
速
イ
ン
タ
ー
か
ら

市
街
地
ま
で
歩
か
れ
る
観
光

客
た
め
の
街
灯
で
あ
る
。

 

古
川  

高
速
イ
ン
タ
ー
ま
で

は
車
も
多
く
、
街
灯
を
少
し

減
ら
し
て
で
も
三
本
桜
方
面

に
設
置
を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 

市
長  

全
体
的
な
道
路
の
照

明
に
つ
い
て
検
討
す
る
際
に

は
、
冬
場
の
時
間
帯
の
状
況

な
ど
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

 

古
川  

実
施
さ
れ
た
空
き
家

調
査
の
結
果
を
伺
う
。

 

市
長  

平
成
28
年
度
調
査
で

は
４
８
２
件
。
令
和
４
年
度

は
５
１
６
件
で
あ
る
。

 

古
川  

危
険
度
ラ
ン
キ
ン
グ

で
Ａ
、
Ｂ
合
わ
せ
た
３
１
７
件

の
う
ち
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
る
の
は
何
件
か
。

 

企
画
政
策
課
長  

令
和
５
年

現
在
、
１
３
６
件
の
登
録
で

95
件
程
度
が
成
約
し
、
現
在

紹
介
で
き
る
の
は
10
件
程
度

と
認
識
し
て
い
る
。

 

古
川  

世
帯
主
が
亡
く
な
り

空
き
家
と
な
っ
た
場
合
の
相

続
人
を
把
握
し
て
い
る
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

空
き
家

担
当
部
局
で
は
確
認
し
て
い

な
い
。

 

古
川  

法
改
正
に
よ
り
相
続

登
記
が
義
務
付
け
ら
れ
申
請

を
怠
れ
ば
罰
金
が
発
生
す
る

が
、
市
民
へ
の
周
知
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

 

市
長  

相
続
の
義
務
化
に
つ

い
て
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

嬉
野
茶
の
普
及
に
つ
い
て

 

古
川  

嬉
野
へ
の
来
訪
者
に

日
本
一
の
産
地
で
あ
る
嬉
野

茶
を
飲
め
る
場
所
を
示
し
た

マ
ッ
プ
は
あ
る
の
か
。

 

産
業
振
興
部
長  

今
後
、
各

課
を
横
断
し
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
な
ど
検
討
し
た
い
。

 

市
長  

嬉
野
茶
は
遠
く
で

買
っ
て
い
た
だ
く
よ
り
、
来

て
飲
ん
で
い
た
だ
く
の
が
一

番
い
い
と
思
っ
て
い
る
の
で

応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

思
う
が
い
か
が
か
。

 

市
長  

今
後
の
県
の
指
針
に

お
い
て
も
部
分
改
修
の
支
援

も
検
討
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、

県
と
一
緒
に
な
っ
て
国
へ
の

支
援
を
求
め
る
動
き
を
考
え

て
い
る
。

校
に
は
担
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

 
教
育
長  

経
済
面
や
効
率
化

だ
け
の
理
由
で
の
統
廃
合
は

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
ど

も
達
に
と
っ
て
教
育
環
境
は

非
常
に
大
切
な
第
一
要
件
で

あ
る
た
め
、
一
人
一
人
の
個

性
を
伸
ば
す
こ
と
を
考
え
る

と
、
現
在
の
長
寿
命
化
計
画

は
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
考
え
を
伺
う
。

 

教
育
長  

長
寿
命
化
は
11
年

ま
で
に
４
校
計
画
し
て
い

る
。
い
ず
れ
は
見
直
す
時
期

は
来
る
が
、
総
合
的
に
判
断

し
長
寿
命
化
対
策
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

水山 洋輔 議員 古川 英子 議員

答

塩田津の耐震化について 嬉野中学校から三本桜までの
街灯設置の考えは

検討する
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う れ し の 市議会だより

▲ 柔軟な補助を求める

 

諸
上  

最
近
「
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
あ
り

ま
す
」
と
い
う
Ｃ
Ｍ
を
よ
く

見
聞
き
す
る
が
、
帯
状
疱
疹

と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
な
の

か
伺
う
。

 

統
括
保
健
師  

水
痘
帯
状
疱

疹
ウ
イ
ル
ス
、
つ
ま
り
水
ぼ

う
そ
う
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
に

発
症
す
る
病
気
で
あ
り
、
初

期
段
階
に
は
皮
膚
が
ピ
リ
ピ

リ
と
す
る
よ
う
な
痛
み
を
感

じ
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

赤
み
や
水
疱
形
成
な
ど
の
皮

膚
症
状
が
現
れ
る
。

 

諸
上  

重
症
化
し
た
場
合
、

合
併
症
や
後
遺
症
は
な
い
の

か
。

 

統
括
保
健
師  

一
部
の
方
に

合
併
症
や
神
経
に
沿
っ
た
長

 

新
幹
線
・ま
ち
づ
く
り
課
長  

耐
震
診
断
を
市
内
全
域
で
14

件
実
施
し
て
い
る
が
、
耐
震

改
修
は
０
件
。
塩
田
津
・
伝

建
地
区
は
０
件
で
あ
る
。

 

水
山  

耐
震
改
修
を
す
る
際

の
条
件
が
家
一
軒
ま
る
ご
と

の
耐
震
改
修
の
必
要
が
あ
る

た
め
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
思
う
。
要
件
緩
和
や
メ

ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
国
や
県

へ
要
望
す
る
必
要
が
あ
る
と

小・中
学
校
の
方
針
に
つ
い
て

 

水
山  

小
・
中
学
校
の
統
廃

合
と
、
あ
り
方
に
つ
い
て
伺

う
。

 

市
長  

小
・
中
学
校
の
統
廃

合
に
つ
い
て
は
、
今
は
一
切

考
え
て
い
な
い
。
基
本
的
な

考
え
方
と
し
て
、
小
学
校
区

の
体
制
を
維
持
す
る
こ
と

で
、
災
害
発
生
時
の
避
難
所

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
学

と
、小
規
模
校
が
望
ま
し
い
。

市
内
で
は
、
特
色
の
あ
る
質

の
高
い
教
育
を
し
て
い
る
。

 

水
山  

校
舎
の
長
寿
命
化
計

画
の
試
算
は
ど
の
様
に
さ
れ

て
い
る
の
か
。

 

教
育
総
務
課
長  

長
寿
命
化

計
画
に
つ
い
て
は
、
塩
田
中

学
校
を
建
設
し
た
と
き
の
建

築
単
価
を
基
準
に
し
て
い

る
。

 

水
山  

財
源
支
出
を
考
え
る

期
的
な
痛
み
、
ひ
ど
い
方
に

は
麻
痺
な
ど
が
起
こ
る
こ
と

が
あ
る
。

 
諸
上  

市
内
で
ど
れ
く
ら
い

の
方
が
罹(

か
か)

ら
れ
て
い

る
の
か
。

 

統
括
保
健
師  

令
和
４
年
度

に
帯
状
疱
疹
の
診
療
報
酬
明

細
書
で
２
０
４
人
、
令
和
５

年
度
11
月
ま
で
に
１
４
４
人

が
治
療
を
行
っ
た
結
果
が
出

て
い
る
。

 

諸
上  

そ
う
い
う
状
態
に
な

る
の
を
防
ぐ
た
め
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
と
思
う

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用

負
担
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

 

統
括
保
健
師  

ワ
ク
チ
ン

に
は
２
種
類
あ
り
、
生
ワ

ク
チ
ン
が
１
回
接
種
で

大
体
８
０
０
０
円
か
ら

１
万
５
０
０
０
円
程
度
で

あ
る
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

は
、
２
ケ
月
の
間
隔
を
置
い

て
２
回
接
種
の
た
め
、
１
回

大
体
１
万
５
０
０
０
円
か
ら

２
万
５
０
０
０
円
程
度
で
合

計
３
万
円
か
ら
５
万
円
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
の
と
こ
ろ
定
期
接

種
で
は
な
い
た
め
、
あ
く
ま

で
も
料
金
は
各
医
療
機
関
が

示
す
金
額
と
な
る
。

 
諸
上  
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
非

常
に
高
額
で
あ
り
、
補
助
や

助
成
を
行
い
任
意
接
種
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
市
町
が
あ

る
が
、
県
内
で
の
取
組
み
を

伺
う
。

 

統
括
保
健
師  

太
良
町
が
昨

年
の
10
月
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
る
。

 

諸
上  

帯
状
疱
疹
の

予
防
の
た
め
今
後
、

嬉
野
市
で
も
補
助
や

助
成
を
考
え
ら
れ
な

い
か
。

 

統
括
保
健
師  

任
意

で
も
助
成
を
す
る
と

な
る
と
市
に
も
責
任

が
発
生
す
る
た
め
、

慎
重
に
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

諸上 栄大 議員

答

塩田津の耐震化について帯状疱疹ワクチン予防
接種への補助や助成は

国に対して県と協力
して支援を求めていく答慎重に検討する

▲ 帯状疱疹にならないために
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う れ し の 市議会だより

▲ 手間を省いてスムーズに！

 

山
口  

住
宅
に
対
す
る
耐
震

化
や
土
砂
災
害
対
策
へ
の
助

成
事
業
は
何
が
あ
る
か
。

 

市
長  

耐
震
診
断
に
要
す
る

補
助
と
耐
震
改
修
工
事
に
要

す
る
補
助
が
あ
る
。

 

行
政
経
営
部
長  

危
険
性
の

あ
る
崖
に
近
接
し
て
い
る
場

合
の
家
の
除
去
等
を
助
成
す

 

大
串  

現
在
の
公
共
施
設
の

予
約
方
法
と
利
用
料
金
の
支

払
い
方
法
を
伺
う
。

 

市
長  

電
話
で
空
き
状
況
を

確
認
後
、
利
用
に
つ
い
て
予

約
し
た
の
ち
、
利
用
当
日
ま

で
に
窓
口
に
て
利
用
申
請
を

行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
利
用
料
金
は
、
直
営
の
施

設
の
場
合
、
あ
ら
か
じ
め
納

付
書
を
発
行
し
て
の
納
付
が

原
則
で
あ
る
。

　

指
定
管
理
者
の
場
合
は
、

事
務
所
で
支
払
う
な
ど
の
納

付
方
法
が
あ
る
。

 

大
串  

市
民
の
利
便
性
の
向

上
と
職
員
の
生
産
性
の
向
上

の
観
点
か
ら
、
公
共
施
設
の

オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
、
オ
ン
ラ

イ
ン
決
済
の
シ
ス
テ
ム
導
入

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

ス
ポ
ー

ツ
施
設
、文
化
施
設
、ま
た
キ
ャ

ン
プ
場
な
ど
全
て
の
公
共
施
設

を
対
象
と
し
協
議
し
て
い
る
。

 

市
長  

関
係
課
ま
た
事
業
者

な
ど
も
交
え
て
協
議
を
行
い
、

も
う
既
に
検
討
を
始
め
て
い
る
。

市
内
の
危
険
箇
所
の
通
報

手
段
に
つ
い
て

 

大
串  

現
在
、
イ
ン
フ
ラ
関

係
や
公
共
施
設
に
お
い
て
、

危
険
箇
所
が
見
つ
か
っ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
通
報
手
段

が
あ
る
の
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

業
務
時

間
内
の
通
報
は
、
指
定
管
理

施
設
、
指
定
管
理
者
を
含
め

て
、
そ
の
施
設
の
管
理
所
管

課
、
あ
る
い
は
そ
の
団
体
に

電
話
で
通
報
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
休
日
や
時
間
外
は
塩
田
庁

舎
、
嬉
野
庁
舎
の
宿
直
室
へ

の
通
報
が
多
い
。

 

大
串  

危
険
の
感
じ
方
は
人

に
よ
っ
て
違
う
。
い
ち
早
く

危
険
箇
所
を
発
見
で
き
れ
ば
、

注
意
喚
起
も
で
き
、
市
民
の

安
心
・
安
全
に
も
つ
な
が
る
。

危
険
箇
所
な
ど
の
通
報
に
係

る
市
民
の
手
間
の
削
減
、
職

員
が
通
報
内
容
の
整
理
な
ど

の
手
間
を
省
く
た
め
に
、
通

報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

 

広
報
・
広
聴
課
長  

現
在
、

防
災
ア
プ
リ
の
構
築
に
つ
い

て
、
総
務
・
防
災
課
や
関
連

業
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

　
防
災
ア
プ
リ
の
機
能
の
１

つ
に
市
民
か
ら
の
投
稿
機
能

が
あ
る
。
機
能
の
活
用
な
ど

も
含
め
て
、
市
民
か
ら
の
投

稿
が
で
き
な
い
か
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

通
行
止
め
解
除
の
見
通
し
は
。

 

建
設
課
長  

令
和
５
年
７
月

か
ら
本
格
的
に
工
事
に
着
手

し
、
こ
れ
ま
で
に
集
水
性
井

戸
、
集
排
水
ボ
ー
リ
ン
グ
工

事
が
完
了
し
て
い
る
。
事
業

費
ベ
ー
ス
の
進
捗
率
は
２
月

末
現
在
で
36
％
。
護
岸
工
事

は
令
和
７
年
３
月
末
ま
で
と

で
き
る
の
か
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

 
山
口  
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
同

伴
の
希
望
が
あ
る
場
合
の
対

応
は
で
き
て
い
る
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  
市
民
か

ら
も
強
く
要
望
は
受
け
て
お

り
、
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
所
の

検
討
を
続
け
て
い
く
。

の
で
検
討
の
余
地
は
な
い
か
。

被
災
自
治
体
を
応
援
す
る
と
い

う
自
治
体
間
の
相
互
連
携
と
い

う
意
味
合
い
も
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

 

市
長  

備
蓄
の
ポ
ー
タ
ブ
ル

ト
イ
レ
の
現
状
と
実
際
の
被

災
者
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
踏
ま

え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

山口 卓也 議員 大串 友則 議員

答

トイレカーの
整備はできないか

公共施設の予約を
オンラインで出来ないか

検討を既に
始めている
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▲ 快適な防災トイレを

▲ 旧医療センター解体に利用されている源水

 

田
中  

旧
嬉
野
医
療
セ
ン

タ
ー
が
岩
屋
川
内
ダ
ム
下
流

か
ら
源
水
を
引
い
て
い
た
が
、

現
在
の
利
用
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

 

新
幹
線・ま
ち
づ
く
り
課
長  

現
在
、
解
体
工
事
の
散
水
等

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

 

田
中  

解
体
工
事
完
了
後
は

農
業
用
水
等
に
有
効
活
用
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

市
長  

見
方
を
変
え
れ
ば
、

嬉
野
の
豊
か
な
水
資
源
の
象

徴
に
も
な
り
得
る
。
地
元
か

ら
の
要
望
も
出
て
お
り
有
効

活
用
を
図
る
べ
く
、
色
々
な

形
で
事
業
を
組
み
合
わ
せ
、

良
い
形
に
持
っ
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

る
崖
地
近
接
等
危
険
住
宅
移

転
事
業
が
あ
る
。

 

山
口  

耐
震
化
の
部
分
改
修

は
補
助
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
が
助
成
は
で
き
な
い
か
。

 

新
幹
線・ま
ち
づ
く
り
課
長  

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

財
源
的
な
課
題
も
あ
る
の
で

国
・
県
に
制
度
の
見
直
し
な

ど
を
要
望
し
て
い
き
た
い
。

 
山
口  
市
道
永
尾
線
の
復
旧

工
事
の
進
捗
を
伺
う
。
ま
た

設
定
し
て
お
り
通
行
止
め
は

そ
こ
ま
で
と
予
定
し
て
い
る
。

 

山
口  

民
間
の
空
き
ア
パ
ー

ト
を
活
用
し
た
「
み
な
し
仮

設
住
宅
」
や
「
応
急
仮
設
住

宅
」
の
検
討
を
平
常
時
か
ら

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

 

市
長  

制
度
の
熟
知
や
民
間

と
の
連
携
な
ど
の
課
題
は
感

じ
て
お
り
、
い
ざ
と
い
う
時

に
ど
れ
だ
け
の
も
の
が
提
供

 

山
口  

避
難
所
に
も
活
用
で

き
る
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
や

ト
イ
レ
カ
ー
の
整
備
は
で
き

な
い
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

有
効
性

は
認
識
し
て
い
る
が
、
初
期

費
用
や
維
持
費
が
課
題
で
あ

る
。

 

山
口  

令
和
６
年
度
か
ら
ト

イ
レ
カ
ー
の
整
備
に
対
し
て
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
の
対
象

と
な
り
財
政
面
の
支
援
が
あ
る

林
道
風
早
線
に
つ
い
て

 

田
中  

岩
屋
川
内
ダ
ム
上
流

左
岸
側
の
林
道
風
早
線
が
堰

堤
工
事
の
為
、
作
業
用
道
路

と
し
て
整
備
さ
れ
る
が
、
工

事
完
了
後
は
ど
う
な
る
。

 

農
林
整
備
課
長  

延
長

１
５
６
０
ｍ
で
幅
員
が
３
・

６
ｍ
の
林
道
で
あ
る
。
工
事

用
道
路
と
し
て
大
ま
か
４
ｍ

の
幅
員
に
な
る
。
拡
幅
さ
れ

た
部
分
に
つ
い
て
は
、
林
道

と
し
て
登
記
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 

田
中  

岩
屋
渓
谷
（
仮
称
）

と
し
て
の
観
光
面
や
緊
急
時

の
県
道
迂
回
路
等
と
し
て
の

要
素
も
あ
る
。
こ
の
際
、
上

岩
屋
鹿
谷
地
区
の
県
道
ま
で

延
線
で
き
な
い
か
。

 

副
市
長  

単
独
で
は
無
理
と

思
う
の
で
、
勉
強
は
し
て
み

た
い
。

轟
の
滝
周
辺
整
備 

に
つ
い
て

 

田
中  

以
前
も
質
問
し
た
が

轟
の
滝
右
岸
側
に
、
公
園
ま

で
市
道
を
入
れ
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

 
建
設
部
長  

現
在
、
観
光
Ｄ

Ｍ
Ｏ
が
公
園
を
使
い
事
業
を

進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
必

要
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
検

討
し
て
い
く
事
も
考
え
ら
れ

る
。

 

田
中  

轟
小
学
校
か
ら
市
街

地
側
水
田
に
つ
い
て
は
、
市

街
地
側
の
半
分
程
度

が
農
振
除
外
し
て
あ

る
。
市
が
先
導
し
区

画
整
理
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
。

 

副
市
長  

区
画
整
理

事
業
に
よ
る
宅
地
開

発
と
い
う
よ
り
も
、

将
来
に
わ
た
り
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
や

持
続
可
能
な
街
づ
く

り
と
い
う
観
点
か
ら
、

公
園
と
一
体
化
す
る

よ
う
な
整
備
な
ど
の

方
向
性
も
検
討
は
し

て
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

田中 政司 議員

答答

トイレカーの
整備はできないか

旧嬉野医療センター
所有の源水活用を

ニーズも踏まえ 
検討する必要がある

有効活用を図りたい
と考えている
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阿
部  

東
日
本
大
震
災
、
能

登
半
島
地
震
の
情
報
か
ら
教

訓
と
し
て
、
防
災
計
画
に
ど

の
様
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
。

 

市
長  

国
の
防
災
計
画
を
基

本
と
し
て
、
県
の
見
直
し
内

容
に
沿
う
改
正
を
行
い
、
連

携
し
て
実
効
性
あ
る
も
の
に

 

増
田  

嬉
野
市
防
災
会
議
の

趣
旨
と
内
容
を
伺
う
。

 

市
長  

嬉
野
市
地
域
防
災
計

画
策
定
の
た
め
の
会
議
で
あ

る
。

 

増
田  

委
員
の
人
数
を
伺
う
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

定
数
は

30
人
だ
が
、
現
在
26
人
で
あ

る
。

 
増
田  
女
性
の
委
員
は
何
人

か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

４
人
で

あ
る
。

 

増
田  

女
性
課
長
に
入
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
で
き
る
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

関
係
部

署
に
情
報
が
い
く
こ
と
も
あ

る
の
で
、
有
効
だ
と
思
う
。

 

増
田  

外
部
の
機
関
に
女
性

の
管
理
職
参
加
の
声
掛
け
は

で
き
る
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

依
頼
す

る
こ
と
は
可
能
と
思
う
が
、

専
門
的
知
見
や
立
場
で
の
参

加
に
意
義
が
あ
る
の
で
、
そ

こ
を
勘
案
し
な
が
ら
、
依
頼

し
た
い
。

 

増
田  

地
域
防
災
計
画
の
修

正
に
至
る
ま
で
の
流
れ
を
伺

う
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

国
・
県

の
改
正
を
受
け
、
担
当
課
が

修
正
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
募
集
し
た
う
え
で
、

毎
年
２
月
頃
防
災
会
議
を
開

催
し
、
地
域
防
災
計
画
を
策

定
す
る
。

 

増
田  

地
域
防
災
計
画
書
は

市
内
の
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て

い
る
か
。

 
総
務
・
防
災
課
長  

塩
田
庁

舎
・
嬉
野
庁
舎
の
総
務
・
防

災
課
に
設
置
し
て
い
る
。

 

増
田  
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

設
置
は
で
き
な
い
か
。

 

市
長  

地
域
防
災
計
画
は
、

防
災
施
策
を
展
開
す
る
う
え

で
の
設
計
書
で
あ
り
、
市
民

に
は
防
災
マ
ッ
プ
が
あ
る
の

で
必
要
な
い
。

男
性
の
育
児
休
業
に
つ
い
て

 

増
田  

男
性
の
育
児
休
業
の

取
得
者
数
と
取
得
期
間
を
伺

う
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

令
和
５

年
度
は
６
人
で
、
期
間
は

１
ヶ
月
か
ら
１
年
で
あ
る
。

１
年
間
取
得
し
た
の
は
２
名

で
あ
る
。

 

学
校
教
育
課
長  

取
得
者
数

は
１
名
で
、
期
間
は
31
日
間

で
あ
る
。

 

増
田  

育
児
休
業
を
取
得
す

る
た
め
の
環
境
整
備
の
取
組

み
を
伺
う
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

Ｄ
Ｘ
に

よ
る
業
務
効
率
化
や
代
替
職

員
の
補
填
に
努
め
て
い
る
。

 

教
育
長  

制
度
を
活
用
し
や

す
い
雰
囲
気
づ
く
り
と
子
育

て
支
援
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配

布
し
て
い
る
。

害
の
複
合
災
害
時
の
対
応
の

記
載
が
な
い
が
、
地
震
災
害

時
対
応
の
計
画
書
は
別
に
あ

る
の
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

昨
年
度

ま
で
は
あ
っ
た
が
、
今
年
度

は
、
佐
賀
県
地
域
防
災
計
画

と
の
整
合
性
に
留
意
し
て
策

定
し
て
お
り
、
原
子
力
災
害

て
、
伊
万
里
市
と
協
議
を
し
、

決
定
し
て
い
く
手
順
を
予
定

し
て
い
る
。

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

 

阿
部  

授
業
や
教
科
書
と
同

じ
様
に
義
務
教
育
に
係
る
費

用
と
し
て
現
物
給
付
と
考
え

考
え
て
も
難
し
い
と
考
え
る
。

市
道
改
良
工
事
に
つ
い
て

 

阿
部  

吉
田
皿
屋
岩
屋
川
内

線
の
市
道
の
痛
み
が
ひ
ど
い

が
、
通
学
路
の
舗
装
工
事
は

出
来
な
い
か
。

 

設
建
課
長  

今
後
、
財
源
と

優
先
度
を
見
な
が
ら
検
討
す

る
。

阿部 愛子 議員 増田 朝子 議員

▲ 安心安全のための防災会議

答

各地域コミュニティへ
地域防災計画書の設置を

原子力災害時の市民の
避難場所は

設置の必要ない
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▲ 避難をスムーズに▲ 早急な見直しを

 

梶
原  

地
域
防
災
計
画
は
災

害
の
予
防
、
応
急
対
策
、
災

害
復
旧
・
復
興
を
定
め
て
あ

る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
事
業
が
断
絶

す
る
こ
と
な
く
事
業
継
続
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
計

画
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
市
独

自
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
る

が
防
災
計
画
は
防
災
会
議
、

ま
た
、
市
及
び
災
害
関
係
機

関
と
実
施
す
る
と
な
っ
て
い

る
が
間
違
い
な
い
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

 

梶
原  

本
市
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ

い
て
は
地
震
に
特
化
し
た
も

の
に
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

東
日
本

大
震
災
の
発
災
を
機
に
策
定

さ
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

仕
上
げ
た
い
。

 

阿
部  

断
層
の
把
握
は
出
来

て
い
る
か
。

 

行
政
経
営
部
長  

近
く
で
は

鹿
島
市
の
西さ

葉え

断
層
、神
埼・

佐
賀
・
多
久
の
方
に
向
か
っ

て
佐
賀
平
野
北ほ

く

縁え
ん

断
層
帯
が

あ
る
が
、
嬉
野
市
に
か
か
る

断
層
は
な
い
。

 
阿
部  

今
年
度
、
家
庭
に
配

布
さ
れ
た
原
子
力
災
害
の
手

引
き
に
、
地
震
と
原
子
力
災

時
に
知
っ
て
い
た
だ
く
内
容

を
中
心
に
簡
潔
に
分
か
り
や

す
く
し
て
い
る
。
第
３
編
に

風
水
害
、
地
震
津
波
対
策
に

順
じ
て
適
切
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
て
い
る
。

 

阿
部  

原
子
力
災
害
時
、
市

民
の
た
め
の
避
難
場
所
の
計

画
は
あ
る
か
。

 

総
務
・
防
災
課
長  

伊
万
里

市
民
を
受
け
入
れ
な
が
ら
嬉

野
市
民
の
避
難
行
動
に
つ
い

ら
れ
な
い
か
。

 

教
育
長  

学
校
給
食
の
無
償

化
に
つ
い
て
は
、
可
能
性
と

し
て
は
非
常
に
低
い
。

 

阿
部  

給
食
法
第
11
条
で
保

護
者
負
担
と
あ
る
が
、
憲
法

第
26
条
で
は
教
育
の
無
償
化

と
あ
る
、
給
食
は
子
ど
も
の

権
利
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

 

市
長  

市
単
独
で
は
一
億
円

程
度
の
財
源
が
い
る
。
給
食

の
無
償
等
々
は
、
現
実
的
に

 

梶
原  

地
震
に
特
化
せ
ず
災

害
全
体
に
対
す
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

定
め
、
毎
年
見
直
す
ぐ
ら
い

の
事
を
や
ら
な
い
と
い
ざ
と

い
う
と
き
の
対
応
は
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

 

市
長  
非
常
時
を
想
定
し
た

形
で
実
際
訓
練
を
行
っ
て
お

り
、
そ
の
中
で
見
え
た
課
題

を
早
期
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
と
い
う
観
点
か
ら
行
け

ば
、
毎
年
見
直
す
ぐ
ら
い
の

感
覚
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
は
同
感
で
あ
る
。

 

梶
原  

高
齢
者
、
障
が
い
者

等
の
災
害
時
要
援
護
者
が
多

く
利
用
す
る
社
会
福
祉
施
設

等
に
つ
い
て
も
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成

が
必
要
と
考
え
る
が
如
何
か
。

 

福
祉
課
長  

２
０
２
１
年
の

介
護
報
酬
改
定
で
介
護
事
業

所
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
が
義
務
付

け
ら
れ
、
同
様
に
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
も
作
成
が
必
要
と

な
っ
た
。
市
と
し
て
も
助
言

し
て
い
く
。

 

梶
原  

指
定
管
理
施
設
で
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

 

行
政
経
営
部
長  

調
査
を
し

て
必
要
が
あ
れ
ば
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
も
行
う
。

 
梶
原  

教
育
機
関
、
学
校
や

給
食
セ
ン
タ
ー
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作

成
状
況
は
ど
う
か
。

 

教
育
長  
能
登
半
島
地
震
を

見
る
と
学
校
を
再
開
し
な
が

ら
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
も
含
め
、
こ
れ

ま
で
の
見
方
を
変
更
し
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
作
成
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

ド
ロ
ー
ン
へ
の
取
組
み 

に
つ
い
て

 

梶
原  

職
員
の
ド
ロ
ー
ン
操

縦
技
能
取
得
の
考
え
は
。　

 

市
長  

多
く
の
職
員
が
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
で
き
る
体
制

を
作
り
た
い
。

梶原 睦也 議員

答答

原子力災害時の市民の
避難場所は

BCP（業務継続計画）は毎年
見直す必要があるのではないのか

伊万里市と協議して 
決定する同感である
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閉会中の委員会審査（調査）付託案件
付託事件名 付託委員会名 付託期間

災害対策について 総務企画常任委員会 次期定例会まで

市民福祉部及び教育委員会の所管に
関する事項について 文教福祉常任委員会 次期定例会まで

公共施設について 産業建設常任委員会 次期定例会まで
各期の議会の会期日程等の議会運営
に関する事項及び議長の諮問に関す
る事項

議会運営委員会 次期定例会まで

議会の活性化を図るための調査研究 議会活性化特別委員会 調査終了まで

議会広報の編集発行に係る調査研究 議会広報編集特別委員会 調査終了まで

市庁舎のあり方に関する調査研究 市庁舎検討特別委員会 調査終了まで

議会ICT化の推進に係る調査研究 議会ICT化の推進に係る
特別委員会 調査終了まで

「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
係
る
調
査
研
究
」

議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
係
る
特
別
委
員
会

第２回定例会（６月）
会期日程（案）

　
開
会	

５
月
31
日

　
常
任
委
員
会	

６
月
３
〜
４
日

　
議
案
質
疑	

６
月
10
日
、13
日

　
一
般
質
問	

６
月
17
〜
19
日

　
討
論・採
決
、閉
会	

６
月
21
日

調
査
理
由

大
規
模
災
害
等
の
発
生
時
や
育
児
、
介
護
等

の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
委
員
会
等
の
開

催
場
所
へ
の
参
集
が
困
難
な
場
合
に
お
け
る
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
出
席
に
関
し
て
調
査

研
究
を
行
っ
た
。

調
査
概
要
Ⅰ

「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及
び
操

作
練
習
等
」

当
分
の
間
は
利
用
頻
度
が
少
な
い
こ
と
を
鑑

み
、
費
用
を
か
け
ず
に
長
時
間
の
利
用
が
可
能

な
Ｓ
ｋｙ
ｐ
ｅ
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

調
査
概
要
Ⅱ

「
先
進
地
視
察
（
御
船
町
議
会
）」
御
船
町
議

会
は
、
実
際
に
議
員
が
委
員
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン

出
席
し
た
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
船
町
議

会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
運
営
な
ど
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
の
状
況
を
調
査
し
た
。

委
員
会
の
意
見

コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
と
と
も
に
対
面
で
会
議
を

開
く
こ
と
や
実
際
に
現
場
に
出
向
く
こ
と
の
意

義
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
引
き
続
き

対
面
に
よ
る
出
席
あ
る
い
は
現
場
に
出
向
い
て

視
察
す
る
と
い
う
従
来
の
参
加
形
式
を
原
則
と

し
な
が
ら
も
、
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
欠
席
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
状
況
で
あ
っ
て
も
議
会
へ
の
参
加
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
議
会
機
能
を
補
強
す

る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
御
船
町
議
会

で
は
育
児
の
た
め
に
議
会
活
動
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
参
加
す
る
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
が
、

こ
う
し
た
多
様
な
人
材
の
議
会
へ
の
参
画
を
促

す
方
策
の
一
つ
と
し
て
も
期
待
し
た
い
。
地
方

公
共
団
体
の
意
思
決
定
を
行
う
議
会
と
し
て
、

災
害
時
や
感
染
症
の
ま
ん
延
時
等
に
お
い
て
も

そ
の
役
割
を
最
大
限
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
備
え
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
、
住
民
の
意
思
を
反
映
し
や
す
い
議
会
を

実
現
す
る
た
め
に
も
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

議
会
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
単

に
議
会
・
議
員
活
動
の
効
率
化
の
た
め
だ
け
で

は
な
く
、
議
会
に
多
様
な
民
意
を
反
映
さ
せ
る

と
い
う
民
主
主
義
の
発
展
に
寄
与
す
る
非
常
に

意
義
深
い
も
の
で
あ
る
。
今
後
も
議
会
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の

推
進
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
重

ね
、
本
市
議
会

の
更
な
る
進
化

を
目
指
し
て
い

き
た
い
。

▲説明を受ける委員会

く!! 委 員 会
委員会レポート
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訂
正
と
お
詫
び

　
前
回
発
行
し
た

議
会
だ
よ
り
vol 
72

の
山
口
卓
也
議
員

の
一
般
質
問
（
Ｐ

14
）７
行
目
か
ら

の
記
事
に
お
い
て
、

誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し

て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

【
前
号
の
記
事
】

 

山
口 

　
転
入
し
て
き
た

方
へ
の
子
ど
も
応

援
金
、
孫
タ
ー
ン

応
援
金
、
お
婿
さ

ん
応
援
金
、
女
子

タ
ー
ン
応
援
金
が

そ
れ
ぞ
れ
10
万
円

で
あ
る
。

【
訂
正
後
】

 

山
口 

　
転
入
し
て
き
た

方
へ
の
子
ど
も
応

援
金
が
２
万
円
、

孫
タ
ー
ン
応
援
金
、

お
婿
さ
ん
応
援

金
、
女
子
タ
ー
ン

応
援
金
が
そ
れ
ぞ

れ
10
万
円
で
あ
る
。

しい 委 員 会

総
務
企
画

常
任
委
員
会

　

総
務
・
防
災
課
、
財
政

課
、
税
務
課
、
企
画
政
策
課
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
推
進

課
、
会
計
課
、
監
査
委
員

事
務
局
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
議
会
事
務
局
を
担
当

し
ま
す
。

委
員
長　
山
口
卓
也

副
委
員
長　
諸
井
義
人

委　
　
員　
辻　
浩
一

　
〃　
　
　
川
内
聖
二

　
〃　
　
　
大
串
友
則

　
〃　
　
　
水
山
洋
輔

文
教
福
祉

常
任
委
員
会

　
市
民
課
、
健
康
づ
く
り

課
、
福
祉
課
、
子
育
て
未

来
課
、
教
育
総
務
課
、
学

校
教
育
課
を
担
当
し
ま

す
。

委
員
長　
諸
上
栄
大

副
委
員
長　
古
川
英
子

委　
　
員　
梶
原
睦
也

　
〃　
　
　
森
田
明
彦

　
〃　
　
　
増
田
朝
子

産
業
建
設

常
任
委
員
会

　
農
業
政
策
課
、
茶
業
振

興
課
、
観
光
商
工
課
、
建

設
課
、
農
林
整
備
課
、
新

幹
線
・
ま
ち
づ
く
り
課
、

環
境
下
水
道
課
、
農
業
委

員
会
事
務
局
を
担
当
し
ま

す
。

委
員
長　
山
口
虎
太
郎

副
委
員
長　
芦
塚
典
子

委　
　
員　
田
中
政
司

　
〃　
　
　
宮
﨑
良
平

　
〃　
　
　
阿
部
愛
子

議
会
広
報
編
集

特
別
委
員
会

　
年
4
回
の
定
例
会
後
に

「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
原
稿
作
成

か
ら
編
集
、
校
正
ま
で
す

べ
て
を
議
員
だ
け
で
行
い

発
行
す
る
の
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
他
自
治
体
か
ら

も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。

委
員
長　
宮
﨑
良
平

副
委
員
長　
水
山
洋
輔

委　
　
員　
梶
原
睦
也

　
〃　
　
　
芦
塚
典
子

　
〃　
　
　
増
田
朝
子

　
〃　
　
　
山
口
卓
也

　
〃　
　
　
古
川
英
子

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
運
営
に
関
わ
る
こ

と
や
議
長
の
諮
問
に
つ
い

て
担
当
し
ま
す
。

委
員
長　
梶
原
睦
也

副
委
員
長　
田
中
政
司

委　
　
員　
川
内
聖
二

　
〃　
　
　
山
口
虎
太
郎

　
〃　
　
　
諸
上
栄
大

　
〃　
　
　
山
口
卓
也

議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

　
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
議
員
と
か
た
ろ
う
会

や
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
配
信
、
視
察
対
応
な
ど

議
会
改
革
を
着
実
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

委
員
長　
諸
井
義
人

副
委
員
長　
大
串
友
則

委　
　
員　
田
中
政
司

　
〃　
　
　
川
内
聖
二

　
〃　
　
　
山
口
虎
太
郎

　
〃　
　
　
諸
上
栄
大

　
〃　
　
　
阿
部
愛
子

23 Vol.73

当
初
予
算

議
案
の
な
か
み

事
業
の
な
か
み

そ
の
他
の
予
算

討
　
　
論

一
般
質
問

賛 

否 

表

委
員
会
活
動

委
員
会
構
成

委
員
会
構
成



う れ し の 市議会だより

九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
未
着
工
区

間
の
整
備
方
式
に
関
す
る
意
見
書

当
市
に
お
い
て
は
、
２
０
２
２
年
暫
定
開
業

が
公
表
さ
れ
た
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
関
西
圏
か
ら
直
通
で
乗

り
入
れ
が
可
能
な
整
備
方
式
を
一
貫
し
て
求
め

て
お
り
、
そ
の
う
え
で
「
歓
声
が
響
き
あ
う
嬉

野
市
」
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。そ

の
よ
う
な
中
、
未
だ
に
国
土
交
通
省
と
佐

賀
県
の
間
で
は
、
未
着
工
区
間
（
新
鳥
栖
～
武

雄
温
泉
）
の
整
備
方
式
、
ま
た
ル
ー
ト
に
つ
い

て
決
断
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
方
向

性
さ
え
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

嬉
野
市
で
は
、
西
九
州
新
幹
線
開
通
に
伴
い
、

一
部
区
間
と
い
う
条
件
で
あ
り
な
が
ら
も
、
観

光
客
数
、
企
業
誘
致
数
、
移
住
者
数
を
見
て
も

明
ら
か
に
増
大
し
、
街
の
賑
わ
い
に
お
い
て
も

新
幹
線
効
果
の
恩
恵
を
受
け
、
高
速
鉄
道
の
利

便
的
価
値
が
享
受
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
日
々
感

じ
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
県
内
全
域
及
び
西
九
州

全
体
で
利
便
的
価
値
を
享
受
し
、
大
き
な
う
ね

り
と
し
て
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
な
浮
揚

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。ま

た
災
害
に
対
す
る
強
靭
化
、
物
流
新
幹
線

と
し
て
の
可
能
性
、
安
全
で
安
定
的
な
輸
送
シ

ス
テ
ム
、
ビ
ジ
ネ
ス
及
び
観
光
客
の
行
動
範
囲

の
広
が
り
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
及
び
建
設

費
用
に
対
す
る
投
資
効
果
等
、
様
々
な
観
点
か

ら
見
て
も
フ
ル
規
格
に
よ
る
整
備
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

２
０
２
７
年
以
降
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
も

開
通
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
中
、
巨
大
都
市
圏
と
の

つ
な
が
り
は
必
須
で
あ
り
、
未
着
工
区
間
開
通

後
の
新
幹
線
は
、
県
外
か
ら
の
活
力
を
県
内
へ

注
ぎ
込
む
大
動
脈
で
あ
る
こ
と
は
至
当
で
あ
る
。

佐
賀
県
民
の
未
来
と
県
政
発
展
及
び
西
九
州

全
体
の
発
展
を
見
据
え
、Ｆ
Ｇ
Ｔ（
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
ト
レ
イ
ン
）
失
敗
の
責
任
の
明
確
化
、
現
行

の
財
政
ス
キ
ー
ム
と
建
設
ス
キ
ー
ム
の
改
正
等

も
含
め
国
・
県
は
、
各
関
係
機
関
と
の
早
急
な

協
議
、
交
渉
を
行
い
、
そ
の
う
え
で
県
内
未
着

工
区
間
に
お
け
る
フ
ル
規
格
で
の
整
備
方
式
の

早
期
実
現
を
強
く
求
め
る
。

トピックス

ときを
読む

全会一致で意見書提出
一刻も早くフル規格での整備を！

　今回発議第４号として九州新幹線西九州ルートに関し、将来に向け
た県民の利益と西九州全体の発展を見据えた様々な可能性について議
論し、その上で国、県に対して方向性を見いだすことを要請するため
議会から意見書を提出した。

議会広報編集
特別委員会

委
員
長　
　
　
宮
﨑
良
平

副
委
員
長　
　
水
山
洋
輔

委　
員　
　
　
梶
原
睦
也

　
〃　
　
　
　
芦
塚
典
子

　
〃　
　
　
　
増
田
朝
子

　
〃　
　
　
　
山
口
卓
也

　
〃　
　
　
　
古
川
英
子

コラムコラム

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
知
り
た
い
情
報

を
瞬
時
に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

様
々
な
人
と
連
絡
が
取
れ
、
世
界
中

の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
輪
を
広
げ
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ

た
▼
私
た
ち
の
生
活
に
、
ま
た
仕
事

に
お
い
て
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
▼
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、ネ
ッ

ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
等
、も

う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
さ
な
い
日
は
一
日

た
り
と
も
無
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
▼
か
く
ゆ

う
私
も
そ
の
恩
恵
に
あ
や
か
っ
て
い
る
一
人

で
あ
る
▼
し
か
し
日
々
便
利
を
追
求
し
進
化

し
て
い
く
こ
の
流
れ
に
、五
十
路
を
迎
え
、ふ

と
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
み
る
▼
こ
れ
以
上

の
便
利
さ
が
、
ま
た
繋
が
り
が
本
当
に
必
要

か
？
豊
か
で
あ
る
か
？
▼「
五
十
に
し
て
天

命
を
知
る
」孔
子
が
残
し
た
言
葉
が
ズ
シ
ッ

と
響
く
▼
時
に
は
ネ
ッ
ト
を
離
れ
自
問
自
答

し
天
命
探
し
▼
豊
か
で
あ
る
▼
こ
れ
で
い
い

の
だ
。
笑�

(

良
平)
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